
①児童扶養手当
対　象
　次のいずれかに該当する児童を育てている父また
は母、もしくは主として生計を維持する養育者に支
給されます。
・父母が婚姻を解消した児童
・父または母が死亡した児童
・父または母に一定の障がいがある児童
・父または母の生死が明らかでない児童
・父または母に１年以上遺棄されている児童
・�父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた
児童
・�父または母が法令により１年以上拘禁されている
児童
・母が婚姻によらないで懐胎した児童
※婚姻には事実上の婚姻関係も含みます。
　（注）「児童」とは、18歳に達する日以後の最初の
３月31日まで、または一定の障がいのある20歳未満
の方のことをさします。
手当額（令和７年４月分から）
　全部支給　　月額４６，６９０円
　一部支給　　月額４６，６８０円
　　　　　　　　～１１，０１０円
※�手当額は本人や扶養義務者の所得額に応じて変わ
ります。児童が複数いる場合には加算があります。
※�手当は申請月の翌月分からの支給になります。
現況届の提出について
　８月１日現在、手当を受給している方は毎年８月
中に「現況届」の提出が必要です。提出がない場合、
11月分以降の手当が受けられなくなりますのでご注
意ください。
　該当する方にはご案内を郵送しますので、内容を
ご確認の上、提出をお願いします。

　里親制度について、より多くの方に知っていただ
くため、里親制度パネル展示を開催します。
　埼玉県には、何らかの理由で自分の家庭で生活で
きないこどもが約1,800人います。そのようなこど
もを家族の一員として迎え、温かい愛情と家庭的な
環境で育てていくための制度が「里親制度」です。
　埼玉県では、自分の家庭で生活できないこどもの
うち、460人が里親等のもとで生活し、1,309人が児
童養護施設等で生活しています（令和７年１月時
点）。現在、里親登録している方の数は不足しており、
大きな課題となっています。
　里親制度パネル展示で、里親制度について考える

②ひとり親家庭等医療費
　ひとり親家庭等の皆さんが、医療保険制度で医療
を受ける場合に、医療費の一部を助成する制度です。
　（重度心身障害者医療費支給対象者は除きます）
対　象
　①児童扶養手当の『対象』に該当する方とその児童
※�本人や扶養義務者の所得によっては、支給停止と
なる場合があります。

③こども医療費
　18歳に達する日以後の最初の３月31日までのお子
さんが医療保険制度で医療を受ける場合に、医療費
を助成する制度です。
対　象
　市内に住所を有し、医療保険制度に加入している
児童（重度心身障害者医療費・ひとり親家庭等医療
費支給対象者は除きます）
申請について
　出生・転入時に申請を受け付けていますが、まだ
手続きが済んでいない方は届け出てください。
※�適正受診にご協力いただきますようお願いします。
※�加入医療保険等の申請内容に変更があった時は、
速やかに届け出てください。

きっかけになっていただけたら幸いです。ぜひお越
しください。
と　き　８月30日㈯～９月12日㈮
　　　　（最終日は15時まで）
ところ　歴史文化伝承館１階交流フロアー

１里親制度パネル展示に関すること
子育て支援課☎２６－６５３５
里親制度に関すること
熊谷児童相談所　里親推進担当
☎０４８－５２１－４１５２

保育こども課からのお知らせ　☎２５－５２０６

里親制度のこと、ご存じですか
～里親制度パネル展示開催のお知らせ
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　「少しの間、子どもを見てくれる人がいれば」「仕
事で迎えが間に合わないので代わりに行ってくれる
人がいれば」というようなことはありませんか？
　秩父ファミリー・サポート・センターは、このよ
うな育児の援助を受けたい方（依頼会員）と、育児
の援助を行いたい方（協力会員）とを結ぶ有償ボラ
ンティアの会員組織です。
　子どもが好きな方、ご興味のある方は、協力会員
の募集を兼ねた保育サービス講習会にぜひご参加く
ださい。
と　き　�10月２日㈭～11月20日㈭13時～17時ごろ

（全９日、計25時間）
ところ　福祉女性会館集会室ほか
対　象　秩父郡市内に在住の方
講　師　心理士、保育士ほか
参加費　無料
２・１　９月26日㈮までに☎で秩父ファミリー・サ
ポート・センター（秩父市シルバー人材センター内
☎２１－３３１１）へ
※詳細な日程等はお問い合わせください。

　県内に在住する未就業の看護師等で、就業希望者
のうちブランクが長く技術面に不安がある方を対象
に、看護師に必要な知識・技術について学び直し、
職場復帰につなげるための講習会を開催します。
と　き　９月16日㈫
ところ　秩父市立病院
主　催　埼玉県、埼玉県看護協会
２埼玉県ナースセンター☎０４８－６２０－７３３７
１市立病院管理課☎２３－０６１１

　法務局職員や人権擁護委員が、こどもをめぐるさ
まざまな人権問題について、専用相談電話による相
談を実施します。（秘密は厳守します）
と　き　８月27日㈬～９月２日㈫８時30分～19時
　　　　（８月30日㈯・31日㈰は10時～17時）
専用相談電話番号　☎０１２０－００７－１１０
１さいたま地方法務局人権擁護課　
☎０４８－８５１－１０００
人権擁護委員のご紹介
　池田 久男�氏（下吉田）、藤代 元�氏（日野田町）
が令和７年７月１日付けで委嘱されました。
　市では人権啓発用のビデオやＤＶＤを無料で貸し
出していますので、お気軽にご利用ください。
１総務課☎２２－２２５１

と　き　９月14日㈰９時～12時30分
●上級部門（エリート、一般上級、高校上級者）
開会式　秩父鉄道秩父駅前
パレード走行　秩父鉄道秩父駅～東都秩父ＣＣ入口
レース　�東都秩父ＣＣ入口～大田小・中学校前の周

回コース
閉会式　大田中学校体育館
●�初・中級部門（一般初級、一般中級、高校初級、
マスターズ、女子、中学生）
開会式　大田小学校前
レース　大田小学校を発着とする周回コース
閉会式　大田中学校体育館
観戦場所　秩父駅前、富田農園付近、大田小・中学校

駐車場　みどりが丘工業団地、㈱昭通特装工場
※大田小学校までの無料バスを運行
■交通規制を実施します
と　き　８時30分～12時30分
区　間　大田、堀切、小柱、蒔田、品沢、伊古田地
区周辺
※�国道140号大塚交差点から新皆野橋・小柱方面へ
の規制、皆野寄居有料道路小柱ＩＣ・蒔田ＩＣの
規制も実施します。

１秩父宮杯埼玉県自転車道路競走大会実行委員会
（県スポーツ振興課内）
☎０４８－８３０－６９５３
※詳細は大会Ｃをご覧ください。

①令和８年４月採用
募集職種・人数　看護師５人・介護福祉士１人・管
理栄養士１人（令和７年度中に免許取得見込みも含
む）
試験日　11月11日㈫午前
ところ　秩父市立病院
受付期間　10月31日㈮まで
※�持参の場合、土・日を除く。郵送の場合は期間内
必着（厳守）。
②令和７年度内採用予定
募集職種・人数　看護師５人・介護福祉士（いずれ
も免許取得済みの方）
試験日　申し込み後に通知
ところ　秩父市立病院
受付期間　随時
実施要項はＣからダウンロード
または管理課窓口で配布
１市立病院管理課☎２３－０６１１

あなたも子育て応援しませんか？
～保育サービス講習会～

｢こどもの人権相談｣　強化週間

第73回秩父宮杯埼玉県自転車道路競走大会

秩父市立病院　職員募集

看護師再就業技術講習会の開催

「秩父市くらしのガイド２０２５」が完成しました！「くらしのガイド」とは、市の行政
情報や生活情報をお届けするために数年に一度発行しているものです。各世帯に１部お届
けしていますが、まだ届かない場合はご連絡ください。１広報広聴課☎２２－２５０５ 電子書籍版
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　秩父地域１市４町では、企業の従業員の皆さんを
対象に、「階層別研修」（管理候補者クラス）を行い
ます。
「管理職レベルアップ研修」
内　容　管理職がどう考え、どう行動するかによっ
てその組織は大きく左右されます。この研修では管
理職として自身の強み・弱みを再確認しながら、マ
ネジメントの基本を学び、さらなるレベルアップに
つなげます。
・マネジメントリーダーに求められている役割とは
・管理職のマネジメントとは
・組織をデザインする　
・計画立案
・部下の指導・育成　他
と　き　９月26日㈮10時～17時
ところ　地場産センター５階経営研修室
定　員　30人
参加費　１人　3,000円（税込）
２・１　秩父地域雇用対策協議会☎２２－４４１１
（秩父商工会議所内）

　経営者としての心構えから、経営計画の立て方、
販売促進の考え方などについて幅広く学べます。全
５回中４回以上出席された方には、特定創業支援事
業の「証明書」が発行され、会社設立時の登録免許
税が半額に軽減されるなどのメリットもあります。
ぜひ、受講をご検討ください！
内　容　
第１回　「ずっと続く事業」を始めるために
第２回　�マーケティング “売れて儲かる仕組み” を

考える
第３回　事業をもっと具体化できる数字の話
第４回　私の事業計画を磨き上げよう
第５回　事業計画発表会
講　師　中小企業診断士�田中�聡子�氏
対　象　これから創業をお考えの方、創業後５年未
満の方
と　き　９月17日、24日、10月１日、８日、15日の
全５回（各日水曜日、18時～21時）
ところ　地場産センター５階経営研修室
定　員　30人（先着順�※申込多数の場合、初めて
本講座を受講される方を優先します。）
参加費　１人　5,000円（税込）
２・１　秩父商工会議所☎２２－４４１１

ちちぶ雇用活性化協議会
からのお知らせ

　８月21日㈭に「合同就職面接会」を開催し
ます。詳細は市報ちちぶ７月号または協議会
Ｃをご確認ください。

２・１ちちぶ雇用活性化協議会
☎２６－７６９１またはＣから
　どのセミナーも費用は無料です！
セミナー 女性活躍支援セミナー
と　 き ９月３日㈬、10日㈬、25日㈭14時～16時
ところ 市民会館２階　けやきフォーラム

内　 容

自己分析から自己アピール方法を学びま
す。就職活動や仕事中に最適なヘアメイ
ク術や、考え方や姿勢立ち振る舞いを学
んで自分自身を「選ばれる人」に仕上げ
ましょう。

講　 師
１日目：自覚　真由美 氏
２日目：木﨑　祐子 氏
３日目：澁谷　有里 氏

対　 象 秩父地域で就職を希望する求職者および
創業者

定　 員 20人
※オンライン参加可能

加入されていますか？「中小企業退職金共済制度」
　中小企業退職金共済法に基づき設けられた同制度は、
（独）勤労者退職金共済機構中小企業退職金共済事業本部
が運営を行っています。
　毎月の掛金は口座振替によって自動的に引き落とされ、
退職金は機構から直接退職者に支払われます。簡単な手続
きで、従業員の方の退職金制度を設けることができます。
また、掛金に対し、国と市から一部助成制度があります。

　加入を検討する事業所を対象に、共済事業本部職員が直
接訪問して相談に応じます。
１中小企業退職金共済事業本部☎０３－６９０７－１２３４
　産業支援課☎２５－５２０８

対象 内容
新しく加入
する事業主

掛金月額の2分の１（従業員ごとに上限額5,000円）
を加入後４ヶ月目から１年間助成します。

掛金を増額
した事業主

増額分の３分の１を増額月から１年間助成します。
（ただし、増額前の掛金月額が18,000円以下などの
条件あり）

対象 内容
新しく加入
する事業主
※ 再加入は

対象外

１ヶ月の掛金の20％以内（従業員ごと上限額1,000円
以内）を加入月の属する年度の翌年度から連続した
３年間補助します。

①国の助成

②市の助成

ポテくまくんイチオシポテくまくんイチオシ

産業支援インフォメーション産業支援インフォメーション

１１産業支援課産業支援課☎☎２５－５２０８２５－５２０８

☆事業者向け社員研修のご案内☆

☆「ちちぶ創業塾」受講者募集！
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秩父まるごとジオパーク
推進協議会　
☎２６－５５１１
地域おこし協力隊

上
かみ

　泉
いずみ

　　努
つとむ

　国土交通省では、毎年９月１日から９月10日までを
「屋外広告物適正化旬間」に設定し、屋外広告物法や
同法に基づく条例の普及啓発、違反広告物に対する国
民や企業の意識啓発等に取り組むこととしています。
　秩父市においても、この旬間にあわせて、市内の一
部区域において屋外広告物パトロールを実施します。
　この機会に、所有する広告物の安全点検を実施する
など、良好な景観の維持や公衆に対する危害の防止の
ためにご協力をお願いします。
【屋外広告物とは】
　いわゆる「看板」です。常時または一定の期間継続
して屋外で公衆に表示されるもので、広告板、広告塔
などがあります。建物などの外側に表示される文字や
シンボルマーク、商標など、一
定のイメージがあるものが対象
で、内容は問いません。
　秩父市では「埼玉県屋外広告
物条例」に基づいて規制を行っ
ており、看板を出すときは適用
除外となる看板を除き、全て許
可が必要です。
　看板を出すときは事前にまちづくり公園課に相談し
てください。
１まちづくり公園課☎２６－６８６７

　宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制法）
等の一部改正等および埼玉県による７月１日から
の同法等運用開始に伴い、市条例の名称を「秩父
市土砂等の堆積による土壌の汚染の防止に関する
条例」に改めるとともに、必要な改正を行いまし
た。
　盛土規制法が規制しない「土砂等堆積による土
壌汚染」に関する規定を残し、同法が規制するこ
ととなった「土砂等堆積」に関する規定を削った
ことが主な改正内容となっていますが、「土砂等
堆積」については、埼玉県と連携し引き続き監視
していきますので、今後とも皆さまのご協力をお
願いします。
　詳しくはＣをご覧ください。
１生活衛生課☎２５－５２０２

秩父市土砂等の堆積の規制に関する
条例を改正しました

屋外広告物適正化旬間

土砂堆積１１０番
不審な堆積を見つけたら!!

☎２５－５２０２まで
　　　　(秩父市役所生活衛生課：直通）

休日・祝日は、☎２２－２２１１（市役所警備員室）
通報者の秘密は守られますので、
安心して情報をお寄せください!!

平賀源内ゆかりの地を巡る散策マップを作りました
　令和７年の大河ドラマ「べらぼう」で脚光を浴び
ている江戸時代の天才・平賀源内。第５回の放送で
は、源内が秩父中津川で鉱山開発にチャレンジした
こと、秩父の森林資源を使った木炭の製造と、荒川
を使った通船事業で大きな成果をあげたことが紹介
されました。
　かつては秩父往還の宿場町として栄えた贄川宿
や、源内が通船事業を始めたとされる贄川宿下の河
原（白久の渡船場跡付近）など、この辺りは地形・
地質的にも、歴史・文化的にもとても興味深く、ロ
マンを感じる場所です。大河ド
ラマをきっかけに私もここを何
度も訪れるようになり、この度
源内ゆかりの地の一つとして広
く紹介させていただくことにな
りました。
　今から約250年も昔、江戸か
ら遠く秩父の地に何度も足を運

び、鉱山開発や木炭の製造、荒川の通船事業に果
敢にチャレンジした源内に思いを馳せながら、
ゆっくり散策してみてはいかがでしょうか。
秩父まち歩きガイド養成講座の講師を務めました
　令和６年度下期に、秩父
が大好きという方が集まる
コミュニティ、秩父ファン
クラブのイベント「秩父ま
ち歩きガイド養成講座」が
開催され、講師の一人とし
て参加させていただきました。秩父の魅力を深く
探求し、将来の秩父まち歩きガイドを目指すこの
講座では、オンライン研修、現地まち歩き研修、
受講生による実践ガイドが行われました。秩父の
歴史、銘仙文化、ジオを楽しく学び、秩父の魅力
を互いに伝えあう素敵なイベントになりました。

Facebook Instagram
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